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本ファイルでは、いわてGISデータ活用ポータルからダウンロードしたオープンデータを、

地図で見る統計（jSTAT MAP）にインポートして可視化する方法について説明します。

1.概要
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例として、「一覧から探す」から「岩手県内市町村別CO2排出

量」のオープンデータをダウンロードします。

2. オープンデータをダウンロードする

▲データカタログのトップページ

①データカタログのトップページにある「データ

セット一覧」をクリックします。

③「岩手県内市町村別CO2排出量」をクリックし

ます。

②該当のオープンデータが見つからない場合は、

検索条件を入力します。
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2. オープンデータをダウンロードする

④「探索」をクリックします。

a

⑤「ダウンロード」をクリックすると、

ダウンロードが開始されます。

iwate_co2.csv
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①jSTAT MAP（https://jstatmap.e-stat.go.jp/trialstart.html）にアクセスします。

3.jSTAT MAPを起動する

▲jSTAT MAPのトップページ

②「ログイン」をクリックします。
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3.jSTAT MAPを起動する

▲eStatのログインページ

③「ユーザID」と「パスワード」を入力します。

④「ログイン」をクリックします。

ユーザ登録を行っていない方は、

こちらからユーザ登録をお願いします。
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⑤jSTAT MAPが起動します。

3.jSTAT MAPを起動する

▲jSTAT MAP
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4.オープンデータを取り込む

①「ファイル」をクリックします。

②「インポート」をクリックします。
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4.オープンデータを取り込む

③「ユーザ統計」をクリックします。

④「集計地域」、「統計名」、「年または年月」を

以下の通り選択します。

集計地域：市区町村

統計名：国勢調査

年または年月：2020年

「CSVファイル」に『iwate_co2.csv』を選択します。

「UTF-8」にチェックをします。

⑤「アップロード」をクリックします。
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⑥登録が完了すると、登録した旨のメッセージが表示されます。

4.オープンデータを取り込む

⑦「閉じる」をクリックします。

⑧「×」をクリックします。
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5.取り込んだデータを地図に表示する

①「統計地図作成」をクリックします。

②「統計グラフ作成」をクリックします。
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5.取り込んだデータを地図に表示する

③「ユーザデータ」をクリックします。

④「種類」、「グループ」を以下の通り選択します。

種類：ユーザデータ

グループ：iwate_co2

⑤「指標/データ」で『製造業』を選択します。

⑥「指標選択」を選択します。
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5.取り込んだデータを地図に表示する

⑦「次へ」をクリックします。

⑧「集計地域」、「集計範囲」を以下の通り選択します。

集計地域：市区町村

集計範囲：画面表示範囲

⑨「グラフ名」に『CO2排出量_製造業』など、指標が分

かる名称を設定します。

⑩「集計開始」をクリックします。
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⑪グラフ集計が完了すると、グラフ集計が完了した旨のメッセージが表示されます。

5.取り込んだデータを地図に表示する

⑫「OK」をクリックします。
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⑬地図上に統計データが表示されます。

5.取り込んだデータを地図に表示する

※他の指標を表示したい場合は、①～⑫の手順を繰り返します。
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